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学校いじめ防止基本方針

【基本理念】
○全ての児童が安心して学校生活を送り，様々な活動に取り組むことがで
きるよう，学校の内外を問わず，いじめが行われなくなることを目指す。

○家庭・地域・専門機関との連携のもと，いじめの未然防止・早期発見を
目指す。

○適切な対処の取組を行うことで，いじめ問題の克服を目指す。

・「いじめは決して許されないこと」の共通理解
・児童の豊かな情操や道徳心，お互いの人格を尊重し合える態度の育成
・自己有用感や充実感を感じられる学校づくり
・職員間での情報共有といじめ防止の校内研修

・定期的なアンケート調査や教育相談
・いじめのサインを読み取るための教員研修
・職員全体での児童の見取りと情報共有
・地域や家庭と連携した見守り

・児童の安全の確保 ・丁寧な事情の聞き取り
・いじめ問題対策委員会の設置・対応協議
・関係機関との連携

・情報交換・協議の場を設ける ・教育相談（カウンセラー等活用）
・学校評議員会での対策協議
・関係機関（警察・児童相談所・医療機関・法務局等）との連携

基本方針

「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍している等当
該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理
的な影響を与える行為（インターネットと通じて行われるものも含
む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感
じているものをいう。 （「いじめ防止対策推進法」 第２条）

未然防止のための取組

いじめへの対処

家庭・地域・関係機関との連携

早期発見のための取組

迅速な指導・支援 定期的な報告・連絡・相談
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いじめ対応

いじめ対応組織

●いじめを受けた生徒にとって信頼できる人（友人や教員，家

族，地域の人等）と連携し，寄り添い支える体制をつくる。

●いじめた生徒には，いじめは人格を傷つける行為であること

を理解させ，自らの行為の責任を自覚させるとともに，不満

やストレスがあってもいじめに向かわせない力を育む。

●いじめを見ていた生徒に対しても，自分の問題として捉えさ

せるとともに，いじめを止めることはできなくても，誰かに

知らせる勇気を持つよう伝える。

教職員，児童，保護者，

地域住民等から情報を

集める。

〈学級担任・養護教諭等〉

・いじめ行為を止める。

・相談や訴えに傾聴する。

・正確な実態把握をする。

・聞き取りは，他の児童の

目に触れないよう，時間

・場所等に配慮する。

いじめ問題対

策委員会で指

導・支援体制

を組む。

（学級担任，養

護教諭，生徒

指導主任，管

理職などで役

割を分担）

●即日，関係生徒（加害，被害とも）の家庭訪問等を

行い，事実関係を伝えるとともに，今後の学校との

連携方法について話し合う。

④保護者と連携する

①情報を集める ②指導・支援

体制を組む

③児童への指導・支援を行ういじめ情報

⑤関係機関・専門機関との連携

児童の気になる情報（学校，家庭，地域からの情報など）

学校生活アンケート 情報を得た学校関係者 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等からの情報

学級担任 生徒指導主任･養護教諭・学年主任・教務主任 教頭 校長

＜関係機関との連携＞

・スクールソーシャルワー

カー

・在学青少年育成員

・専門カウンセラー

・民生児童委員

・児童相談所

・警察署生活安全課

・大崎市教育委員会担当課

・学校評議員 他

＜構成員＞

校長，教頭，教務主任，生徒指導主任，養護

教諭，学級担任，スクールカウンセラー等

＜いじめ対策緊急会議の開催＞

・情報収集と記録，情報共有

・実態把握，事実関係の聴取

・問題の明確化

・指導や支援体制の方針の決定

・役割分担の決定

＜関係者への対応＞

・いじめを受けた児童への対応

・いじめた児童への対応

・観衆，傍観者への対応

・事案に関わっている保護者への

対応

・ＰＴＡ，地域への対応

・マスコミへの対応

いじめ問題対策委員会

大崎市教育委員会


